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レーザーパルス繰返し照射によるアルミニウムアブレーション 

積算力積特性 
 

○鶴田久、Wang Bin、Wang Zhongyuan、佐宗章弘(名古屋大学) 
 

レーザーアブレーションは、遠隔でデブリに運動量を与えることが可能である。そのため、デブリへの接近に
必要な推進剤低減、デブリとの接触リスク回避、単一のレーザー源で複数のデブリに対応可能といったメリッ
トがある。本研究では、波長約 1μm、パルス幅約 10ns のパルスレーザーをアルミニウムに対し繰返し照射し、
アブレーションにより発生する力積の特性を調査した。発生力積は、μNs レベルの力積解像度を持つねじ
れ式振り子で計測した。結果として、繰返し照射に伴い積算力積は飽和すること、またレーザーパルスのエ
ネルギー密度が大きいほど高い値に飽和することがわかった。この力積の飽和は、繰返し照射に伴う微小ク
レーター深化が主な原因と考えられる。このことから実用時は、特定のパルス数照射後、照射場所を切り替
えることが有用と言える。 
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f = 1 kHz  
Nt = Nb = 100 
Ep = 8.0 mJ 

 

          (developed by Phipps et al) 

 
CW (Continuance Wave) 

(Microthruster, 100 N of normal thrust level) 
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